
（４）ゴルフ場芝サッチ分解菌内包マイクロカプセル

１． 開発の背景(従来の技術を含む)

平成 20 年頃、ある企業からゴルフ場における芝のサッチ処理は大変で、多くの業者が

参集しており、ビジネスになるので、サッチ分解菌を内包するマイクロカプセルを調製

してみたらどうだろうという提案があり、当該マイクロカプセルの開発研究が始まりま

した。日頃の微生物のマイクロカプセル化技術を生かし、サッチ分解菌を内包したマイ

クロカプセル製品を調製して、フィールドによる評価試験を依頼致しました。平成 22

年 3 月、フィールド試験の結果報告がありました。結果は２．の通りでした。市販の従

来品(商品名：コントロールデサッチャー)は 100 倍希釈で、当該品は 10 万倍希釈で比

較し、同等の結果を得たというものでした。大変良い結果でしたが、当該企業はこの事

業から手を引く事になり、この事業は㈱MC ラボが継続することになり、今日に至って

おります。

２． MC の特徴(技術開発目標も)と市場性

フィールド試験の結果は次の通りでした。



市場の開拓は今後の課題である。

３． 製品完成度・問題点

サンプル出荷の段階である。



４． ビジネスとしての展開・展望

連携先を探して、本格的な製造を開始する事にしている。

５． 製法・関連特許

特開 2011-83222 “サッチ分解菌内包マイクロカプセルと、これを用いた芝生地の保

全方法、及び該マイクロカプセルの製造方法” 吉田昌弘ほか 1 名

学会発表

吉田昌弘ら “Bacillus subtilis を固定化する生分解ミクロスフィアの調製および生

物活性評価”,（２０１２．９）


